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『
日
本
政
治
外
交
研
究
』
第
七
号
の
刊
行
に
あ
た
っ
て

慶

應

義

塾

大

学

総

合

政

策

学

部

清

水

唯

一

朗

『
日

本

政

治

外

交

研

究

』

も

七

号

を

数

え

る

こ

と

と

な

つ

た

。

本

研

究

会

を

支

援

し

て

く

だ

さ

る

み

な

さ

ま

に

あ

ら

た

め

て

感

謝

を

申

し

あ

げ

た

い

。

七

年

目

と

な

る

日

本

政

治

外

交

研

究

会

に

は

、

一

八

名

が

参

加

し

た

。

院

生

の

三

谷

君

、

大

西

君

、

小

野

田

君

に

加

え

、

卒

業

生

の

平

井

君

、

藤

平

君

が

研

究

員

と
 

し

て

議

論

の

深

化

に

大

き

く

貢

献

し

て

く

れ

た

。

今

年

度

は

社

会

人

セ

ッ

シ

ョ

ン

に

力

点

を

置

き

、

厚

労

省

、

朝

日

新

聞

社

、

ハ

ー

バ

ー

ド

大

学

日

本

事

務

所

、

外

務 

省

、
N
p
o法
人

の

方

に

お

越

し

頂

き

、

豊

富

な

対

話

を

行

う

こ

と

が

で

き

た

。

三

年

ぶ

り

と

な

っ

た

東

京

大

学

菅

原

ゼ

ミ

と

の

合

同

研

究

会

で

は

、

ネ

ッ

ト

選

挙

を 

論

題

に

多

面

的

な

討

論

が

な

さ

れ

た

。

今

年

は

四

本

の

卒

業

論

文

に

加

え

て

、

ニ

本

の

優

秀

夕

丨

ム

ぺ

ー

パ

ー

を

収

録

し

た

。
山

内

論

文

は

、

政

策

転

換

と

い

う

大

き

な

問

題

を

防

衛

費

問

題

を

事

例

に

ク
 

リ

ア

カ

ッ

ト

し

て

見

せ

た

。
吉

本

論

文

は

、

コ

ロ

ン

ビ

ア

に

お

け

る

テ

ロ

組

織

の

強

靱

さ

を

現

地

資

料

の

精

読

に

よ

っ

て

明

ら

か

に

し

た

。
玉

利

論

文

は

昨

今

注

目

を
 

集

め

る

日

韓

関

係

の

悪

化

を

議

員

連

盟

の

消

長

と

い

う

切

り

口

で

解

き

出

し

、
浜

田

論

文

は

政

権

交

代

に

際

し

て

の

大

き

な

争

点

と

な

っ

た

政

策

の

統

合

に

つ

い

て

明
 

晰

な

議

論

を

展

開

し

た

。
井

上

論

文

は

自

ら

が

体

験

し

た

ゆ

と

り

教

育

の

策

定

過

程

を

委

員

会

審

議

に

注

目

し

て

論

じ

、
越

村

論

文

は

公

共

へ

の

参

加

を

長

野

県

小

布
 

施

町

を

事

例

に

丹

念

に

観

察

し

た

。

今

年

度

の

研

究

の

特

色

は

あ

く

な

き

リ

サ

^

~
~

チ

の

上

に

な

り

立

っ

て

い

る

こ

と

で

あ

ろ

う

。

一

次

資

料

や

ィ

ン

夕

ビ

ュ

^
 

—

、

フ

ィ

^
 

—

ル

ド

ワ

^

~

ク

な

ど

、

決

し

て 

ア

プ

ロ

ー

チ

が

容

易

で

な

い

「
現

場

」

に

当

た

り

前

に

飛

び

込

ん

で

こ

れ

を

捉

え

よ

う

と

し

た

こ

と

が

、

そ

れ

ぞ

れ

の

研

究

の

精

度

を

大

き

く

上

げ

て

い

る

。

こ

の

こ 

と

は

J
P
D
 

(J
a
p
a
n
e
s
e
s
0
1iticalDevelopment

)

の

成

果

と

し

て

大

き

く

誇

る

べ

き

こ

と

で

あ

ろ

う

。

研

究

会

が

培

つ

て

き

た

文

化

が

ひ

と

つ

の

完

成

形

に

到
 

達

し

た

こ

と

を

嬉

し

く

思

う

。

来

年

度

は

私

の

在

外

研

究

の

た

め

、
卒

業

論

文

も

夕

丨

ム

ぺ

ー

パ

ー

も

書

か

れ

る

こ

と

が

な

い

。
研

究

会

の

諸

君

に

迷

惑

を

か

け

る

こ

と

が

忍

び

な

い

が

、

一
年
後
、 

一

皮

も

ニ

皮

も

む

け

た

メ

ン

バ

ー

に

会

え

る

こ

と

を

楽

し

み

に

し

て

い

る

。

ニ

〇

一

四

年

三

月

一

四

日


